
　

去
る
10
月
１
日
、
第
1
6
0
回
親
和
会
総

会
・
懇
親
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
３
月
の

震
災
か
ら
節
電
の
夏
を
乗
り
切
り
ま
ず
は
ほ
っ

と
し
た
土
曜
日
、
会
場
は
最
近
定
着
し
つ
つ
あ

る
東
大
構
内
・
山
上
会
館
で
の
開
催
と
い
う
こ

と
で
、
前
回
同
様
多
く
（
約
1
1
0
名
）
の
会

員
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
ず
総
会

で
は
、
大
久
保
事
務
局
長
よ
り
退
任
理
事
と
５

月
か
ら
新
し
く
務
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
侘

美
次
彦
事
務
局
員
を
含
む
フ
レ
ッ
シ
ュ
か
つ
強

力
な
事
務
局
の
紹
介
、
な
ら
び
に
会
計
報
告
の

理
事
会
案
の
提
示
が
な
さ
れ
、
こ
れ
を
満
場
の

拍
手
で
お
認
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。
引
き
続
い

て
会
は
懇
親
会
に
移
り
、
伊
藤
東
新
会
長
に
よ

る
挨
拶
、
続
い
て
加
治
久
継
前
会
長
に
よ
る
乾

杯
の
音
頭
に
よ
り
開
会
と
な
り
、
会
は
し
ば
し

歓
談
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
旧
交
を
暖

め
た
後
、
今
回
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
幅

広
い
会
場
を
考
慮
し
て
二
つ
の
ス
ク
リ
ー
ン
を

使
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
「
ま
い
う
ー
本

郷
キ
ャ
ン
パ
ス
」
が
、
運
営
幹
事
の
馬
渡
和
真

氏
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、
病
院

か
ら
弥
生
地
区
に
至
る
ま
で
、
こ
こ
数
年
急
速

に
増
え
た
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
食
事
処
の
案
内
で

し
た
が
、
北
森
研
究
室
の
学
生
に
よ
る
音
声
入

り
ロ
ケ
ビ
デ
オ
満
載
の
プ
レ
ゼ
ン
に
、
生
協
食

堂
し
か
な
か
っ
た
昔
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
驚
き
つ

つ
、
参
加
者
の
た
め
息
が
漏
れ
ま
し
た
。
そ
の

際
の
大
久
保
事
務
局
長
の
、
実
体
験
入
り
副
音

声
解
説
も
な
か
な
か
好
評
で
、
特
に
最
近
向
が

丘
寮
跡
地
に
出
来
た
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
ハ
ウ
ス
は

お
薦
め
の
よ
う
で
し
た
。
最
近
は
赤
門
付
近
も

変
貌
著
し
く
、
近
い
将
来
ま
た
新
バ
ー
ジ
ョ
ン

を
作
る
こ
と
も
で
き
そ
う
で
す
。
あ
れ
や
こ
れ

や
で
宴
も
た
け
な
わ
の
内
、
最
後
は
安
井
至
副

会
長
に
よ
る
閉
会
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
懇
親

会
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
ご
参
加
を
頂
き
ま

し
た
会
員
の
皆
様
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
今
回
の
運
営
幹
事
は
、
上
田
の
他
、
S
61

卒
の
荻
野
賢
司
（
東
京
農
工
大
）・
橋
本
拓
也

（
日
大
）・
内
藤
卓
哉
（
東
芝
）・
H
８
卒
の
馬
渡

和
真
（
東
京
大
）・
濱
村
浩
孝
（
日
立
）・
八
木
田

典
広
（
旭
化
成
）・
片
山
建
二
（
中
央
大
）
が
つ

と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第161回
親和会のお知らせ！

第161回
親和会のお知らせ！

ご予定おき下さい。

日時：平成24年11月３日（土）
　　　16：00～18：00
場所：東京大学　山上会館地階　御殿
企画：現在企画中
運営幹事：昭和62年卒・平成9年卒

運
営
幹
事　

化
学
生
命
工
学
専
攻
准
教
授　

上
田　
　

宏
（
昭
和
61
卒
）

次回幹事次回幹事次回幹事 今回の幹事今回の幹事今回の幹事 会長挨拶会長挨拶会長挨拶

まいう本郷キャンパスまいう本郷キャンパスまいう本郷キャンパス スナップスナップスナップ 乾杯挨拶乾杯挨拶乾杯挨拶

第
1
6
0
回
親
和
会
報
告

第
1
6
0
回
親
和
会
報
告

第
160160
回
親
和
会
総
会
報
告

回
親
和
会
総
会
報
告

第
160160
回
親
和
会
総
会
報
告

回
親
和
会
総
会
報
告

第
160
回
親
和
会
総
会
報
告

　

第
160
回
親
和
会
で
は
、
左
記
の
各
議
題

が
審
議
さ
れ
、
理
事
会
案
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

退
任
理
事

西
郷　

和
彦（
昭
和
44
年
東
工
大
卒
）

杉
山　

健
一（
昭
和
44
年
化
学
工
学
科
卒
）

徳
本　

恒
徳（
昭
和
44
年
燃
料
工
学
科
卒
）

上
野　
　

徹（
昭
和
45
年
化
学
工
学
科
卒
）

佐
々
木　

登（
昭
和
46
年
工
業
化
学
科
卒
）

親
和
会
理
事
・
事
務
局
長　

大
久
保
達
也
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長
期
の
景
気

停
滞
に
3
・
11

大
災
害
が
追
い

打
ち
を
か
け
、

日
本
は
厳
冬
の

さ
中
に
あ
る
。

製
造
拠
点
の
海

外
流
出
は
と
ど
ま
ら
ず
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
が
増
え
て
も

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
減
り
、
国
民
が
豊
か
に
な
る
道
が
見

え
て
い
な
い
。
し
か
し
、
悲
観
的
に
な
る
と
、

す
べ
て
が
悪
い
兆
し
に
見
え
て
し
ま
う
。
日
本

の
人
件
費
と
イ
ン
フ
ラ
が
高
い
の
は
確
か
だ
が
、

そ
れ
以
外
に
問
題
は
な
い
。
こ
れ
ら
を
克
服
し
、

そ
れ
に
見
合
う
質
の
高
い
産
業
を
創
造
す
る
こ

と
は
決
し
て
不
可
能
な
こ
と
で
は
な
い
。
早
く

悲
観
論
を
脱
却
し
て
（
た
だ
し
、
現
実
を
正
し

く
認
識
し
て
）
、
日
本
を
支
え
、
世
界
を
リ
ー

ド
す
る
産
業
（
製
造
業
）
を
、
構
想
す
べ
き
時

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
の
思
い
を
込
め
て
、
日
本
の
応
用
化
学

（
工
学
部
の
化
学
）
の
草
創
期
を
振
り
返
っ
て

み
た
い
。
「
坂
の
上
の
雲
」
の
秋
山
兄
弟
の
時

代
で
あ
る
（
明
治
13
〜
15
年
（
1
8
8
0
〜

8
2
）
麹
町
に
下
宿
）
。
な
お
、
こ
の
稿
は
化

学
便
覧
応
用
化
学
編
（
第
6
版
）
の
拙
文
を
下

敷
き
に
し
て
い
る
（
親
和
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
沿
革
の
記
載
あ
り
）
。

「
坂
の
上
の
雲
」
の
時
代
の
化
学
技
術

御
園
生　

誠
（
昭
和
36
年
応
用
化
学
科
卒
）

　

明
治
維
新
の
後
、
殖
産
興
業
策
の
一
環
と
し

て
、
工
部
省
工
部
大
学
校
が
設
立
さ
れ
た
の
が

明
治
10
年
（
1
8
7
7
。
工
学
寮
が
前
身
）
。

場
所
は
霞
が
関
で
あ
っ
た
（
写
真
）
。
そ
し
て
、

工
部
省
工
部
大
学
校
の
応
用
化
学
科
（
当
初
、

実
地
化
学
、
実
用
化
学
と
も
呼
ば
れ
た
）
と
開

成
学
校
に
端
を
発
す
る
東
京
大
学
理
学
部
（
工

学
系
３
学
科
あ
り
）
の
化
学
科
応
用
化
学
コ
ー

ス
が
合
流
し
て
、
1
8
8
6
年
に
帝
国
大
学
工

科
大
学
の
応
用
化
学
科
が
、
翌
年
に
は
火
薬
学

科
が
創
設
さ
れ
た
。

　

高
峰
譲
吉
が
工
部
大
学
校
応
用
化
学
科
の
第

1
期
卒
業
生
（
1
8
7
9
卒
）
で
あ
る
こ
と
は
、

親
和
会
の
名
簿
を
見
る
と
分
か
る
。
彼
は
、
タ

カ
ジ
ア
ス
タ
ー
ゼ
、
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
で
知
ら
れ

る
が
、
米
国
で
実
業
家
と
し
て
大
活
躍
し
、
日

本
で
も
い
く
つ
か
の
化
学
企
業
を
興
し
（
日
産

化
学
、
第
一
三
共
の
前
身
な
ど
）
、
高
等
教

育
・
研
究
の
振
興
に
も
尽
く
し
た
（
理
化
学
研

究
所
創
設
者
の
ひ
と
り
）
。
さ
ら
に
、
日
米
友

好
に
も
多
大
の
貢
献
を
し
た
（
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ

Ｃ
の
桜
の
寄
贈
に
尽
力
な
ど
）
。

　

明
治
初
期
に
近
代
化
学
技
術
は
導
入
さ
れ
た

も
の
の
主
要
製
品
は
輸
入
に
頼
る
状
態
が
続
き
、

日
本
の
化
学
工
業
が
拡
大
発
展
し
た
の
は
、
第

1
次
大
戦
（
1
9
1
4
〜
1
8
）
の
輸
入
途
絶

か
ら
で
あ
る
。
炭
酸
ソ
ー
ダ
、
レ
ー
ヨ
ン
、
ア

ン
モ
ニ
ア
、
セ
ル
ロ
イ
ド
、
板
ガ
ラ
ス
な
ど
の

工
場
が
次
々
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
応
用
化
学
系

卒
業
生
が
、
そ
の
技
術
者
魂
、
企
業
家
精
神
を

発
揮
し
て
大
い
に
活
躍
す
る
時
代
の
始
ま
り
で

あ
る
。
第
1
次
大
戦
終
了
の
翌
年
、
東
京
帝
国

大
学
工
学
部
に
名
称
が
変
わ
っ
た
。
昭
和
に
入

り
、
産
・
軍
と
の
連
携
の
中
で
、
産
業
も
工
学

部
も
拡
大
し
た
が
（
第
二
工
学
部
や
石
油
学
科

が
1
9
4
2
年
ス
タ
ー
ト
）
、
第
2
次
大
戦
後
、

ゼ
ロ
か
ら
再
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ち
な
み
に
、
1
8
9
8
年
創
立
の
工
業
化
学
会

と
1
8
7
8
年
創
立
の
日
本
化
学
会
が
合
併
し
、

組
織
は
前
者
、
名
称
は
後
者
と
な
っ
た
の
が

1
9
4
7
年
で
あ
る
。

　

戦
後
は
、
1
9
6
0
年
代
に
始
ま
る
高
度
成

長
と
そ
れ
に
伴
う
公
害
問
題
、
そ
し
て
石
油
危

機
の
克
服
が
一
つ
の
時
代
を
画
し
た
（
筆
者
の

20
〜
40
歳
代
）
。
そ
の
対
応
の
中
で
、
高
付
加

価
値
製
品
へ
の
移
行
が
次
第
に
進
み
、
化
学
産

業
界
の
地
図
も
す
っ
か
り
変
わ
っ
た
。
そ
し
て
、

い
ま
や
、
国
際
分
業
の
大
転
換
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
資
源
・
環
境
の
強
い
制
約
の
中
で
、
国

際
競
争
力
を
有
し
か
つ
社
会
を
豊
か
に
す
る
日

本
の
化
学
技
術
・
化
学
産
業
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
科
学
者
、
技
術
者
の
果
た
す
べ
き
役
割
は

一
層
大
き
い
。
草
創
期
の
初
心
を
思
い
起
こ
し

て
、
諸
氏
が
活
躍
さ
れ
ん
こ
と
を
願
う
。

　

終
わ
り
に
、
蛇
足
な
が
ら
、
最
近
の
研
究
者

の
風
潮
を
見
て
危
惧
す
る
、
互
い
に
関
係
す
る

二
つ
の
点
を
指
摘
し
た
い
。
一
つ
は
、
研
究
成

果
の
良
し
あ
し
よ
り
、
研
究
費
獲
得
の
多
寡
を

競
う
傾
向
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
続
発
し
た
、

企
業
経
営
者
が
年
俸
の
多
寡
を
競
っ
て
企
業
本

来
の
目
的
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
エ
ン
ロ
ン
な
ど

の
事
件
を
苦
々
し
く
思
い
だ
す
。
も
う
一
つ
は
、

研
究
に
対
す
る
誠
実
さ
が
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
る

傾
向
で
あ
る
。
縁
あ
っ
て
、
研
究
不
正
事
件
の

審
理
に
関
わ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
実
験
事
実
の

再
現
性
を
確
認
し
て
い
な
い
者
（
実
験
者
も
指

導
者
も
）
や
実
験
ノ
ー
ト
を
真
面
目
に
つ
け
て

い
な
い
者
に
し
ば
し
ば
遭
遇
し
て
愕
然
と
す
る
。

研
究
倫
理
は
、
科
学
者
・
技
術
者
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
社
会
か
ら
尊
敬
さ
れ
期
待
さ
れ
る
た

め
の
必
要
条
件
で
あ
る
。
社
会
の
た
め
の
科

学
・
技
術
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
誠
実
そ
し

て
真
摯
に
、
そ
の
責
務
を
果
た
し
て
頂
き
た
い

も
の
で
あ
る
。

親和会親和会親和会親和会親和会 ホームページホームページ更新更新！ホームページホームページ更新更新！ホームページ更新！

http://www.chem.t.u-tokyo.ac.jp/shinna
HPアドレス 是非、ご覧下さい。

事務局のご案内
〒 113-8656　東京都文京区本郷7－3－1　東京大学工学部５号館内
TEL/FAX：03－5841－7400
E-Mail：shinna@chem.t.u-tokyo.ac.jp

事務担当者（昭和41年化学工学科卒）侘美　次彦



　

山
口
研
究
室
は
２
０
０
０
年
１
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
は
野

田
准
教
授
と
山
口
・
野
田
研
究
室
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
主
と

し
て
「
も
の
づ
く
り
」
の
プ
ロ
セ
ス
研
究
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ

イ
ズ
や
形
態
の
シ
リ
コ
ン
材
料
を
合
成
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
材
料
か
ら
各
種
デ
バ
イ
ス
の
作
製
と
評
価
を
行
っ
て
、
製
造

プ
ロ
セ
ス
と
材
料
構
造
と
機
能
（
性
能
）
を
関
係
付
け
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
「
球
状
シ
リ
コ
ン
太
陽
電
池
の
高
性
能
化
」
や
「
塗
布
型

透
明
導
電
薄
膜
の
作
製
」
、「
シ
リ
コ
ン
粉
末
を
利
用
し
た
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
の
負
極
作
製
」
、「
シ
リ
コ
ン
量
子
ド
ッ
ト
を
利
用
し
た

医
療
・
診
断
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
、
さ
ら
に
「
塗
布
型
有
機
E
L
の

作
製
」
な
ど
が
主
な
研
究
分
野
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
材
料
や
デ
バ
イ
ス
の
特
徴
は
ナ
ノ
構
造
か
ら
高
次
に
至

る
構
造
形
成
が
性
能
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
こ
で
、
ナ
ノ
構
造
形
成
を
非
平
衡
場
に
お
け
る
相
変
化
ダ
イ

ナ
ミ
ク
ス
と
し
て
捉
え
、
プ
ロ
セ
ス
条
件
と
臨
界
過
飽
和
度
を
関
係

付
け
、
さ
ら
に
過
飽
和
度
と
微
結
晶
サ
イ
ズ
の
関
係
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
デ
バ
イ
ス
の
性
能
を
物
質
の
ナ
ノ
か
ら
ミ
ク
ロ

に
至
る
構
造
と
関
係
付
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

「
ナ
ノ
粒
子
の
合
成
と
機
能
化
」
や
「
ナ
ノ
材
料
の
知
識
の
構
造

化
」
、
さ
ら
に
「
ナ
ノ
材
料
の
リ
ス
ク
評
価
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
な

ど
の
国
プ
ロ
の
成
果
を
発
展
さ
せ
、
ナ
ノ
材
料
の
分
散
・
塗
布
・
乾

燥
か
ら
膜
濃
縮
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
と
し
て
S
N
A
P

（Structure of N
A
noParticles

）
を
開
発
し
企
業
研
究
の
現
場
で

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
知
識
の
構
造
化
は
「
科
学
技
術
創

発
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
発
展
し
企
業
の
研
究

企
画
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
生
さ
ん
が
研
究
を
面
白
く
、
そ
し
て
深

く
遂
行
す
る
た
め
に
は
「
不
思
議
な
こ
と
や

未
知
な
こ
と
」
に
接
し
て
考
え
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
そ
の
意
味
で
、
非
平
衡
状
態
に
お

け
る
構
造
形
成
を
「
自
己
組
織
化
」
と
し
て

理
解
す
べ
く
学
生
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
く
研

究
し
て
い
ま
す
。

　

尾
嶋
研
は
1
9
9
5
年
に
新
し
く
発
足
し
、
17
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
こ
の
間
、
研
究
室
に
は
1
5
5
名
の
人
が
入
っ
て
来
て
、
「
よ
く

学
び
、
よ
く
遊
ぶ
」
の
精
神
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
特
に
親
和
会
主

催
の
伝
統
的
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
私
が
一
番
楽
し
み
に
し
て
し
ゃ
し
ゃ

り
出
て
行
き
、
テ
ニ
ス
大
会
で
尾
嶋
研
が
優
勝
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
張
り
切
り
す
ぎ
て
4
年
前
に
は
左
足
、
昨
年
は
右
足
の
ア
キ

レ
ス
腱
を
切
る
と
い
う
無
様
さ
を
露
呈
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
元

気
に
や
っ
て
い
ま
す
。
先
月
の
第
6
回
尾
嶋
研
O
B
会
で
は
写
真
の

よ
う
に
85
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

尾
嶋
研
は
「
グ
リ
ー
ン
ナ
ノ
テ
ク
と
放
射
光
」
の
研
究
室
で
、
発

電
デ
バ
イ
ス
（
燃
料
電
池
な
ど
）
、
省
エ
ネ
デ
バ
イ
ス
（
L
S
I
、
抵

抗
変
化
R
A
M
、
窒
化
物
半
導
体
素
子
な
ど
）
、
蓄
電
デ
バ
イ
ス

（
L
i
イ
オ
ン
電
池
）
を
対
象
と
し
、
「
ナ
ノ
界
面
の
解
析
と
制

御
」
が
デ
バ
イ
ス
機
能
を
支
配
す
る
、
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
研
究

を
進
め
て
い
ま
す
。
私
は
向
坊
・
笛
木
研
の
卒
業
生
で
、
学
生
時
代

は
酸
化
物
の
格
子
欠
陥
の
研
究
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
N
T
T
研
究

所
時
代
に
行
っ
た
半
導
体
表
面
の
研
究
を
東
大
で
も
続
け
て
い
ま
す

が
、
1
9
8
1
年
にStanford

で
学
ん
だ
放
射
光
利
用
研
究
を
研
究

室
の
柱
に
し
て
、
酸
化
物
超
薄
膜
な
ど
の
研
究
を
や
っ
て
い
ま
す
。

最
近
始
め
た
電
池
の
研
究
で
は
（
笛
木
研
で
聞
き
か
じ
っ
た
）
電
気

化
学
が
け
っ
こ
う
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

歳
を
取
る
と
本
卦
還
り
す
る
、
と
い
う
の

は
本
当
で
す
ね
。

　

尾
嶋
研
で
は
特
に
プ
レ
ゼ
ン
指
導
に
力

を
入
れ
て
お
り
、
学
生
達
は
こ
れ
ま
で
に

62
件
の
発
表
賞
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。
昨

年
は
サ
イ
エ
ン
ス
誌
に
論
文
が
掲
載
さ
れ
、

放
射
光
を
使
っ
た
地
道
な
研
究
が
日
の
目

を
見
た
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

 

尾
嶋
研
が
５
号
館
に
い
る
の
は
あ
と
１

年
で
す
が
、
有
終
の
美
を
飾
る
べ
く
全
力

を
尽
く
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
が　
　
　

で
す
！

売

り

売

り

化
学
・
生
命
系
研
究
室
紹
介　

第
２
回

応
用
化
学
専
攻
・
尾
嶋
研
究
室

化
学
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
・
山
口
・
野
田
研
究
室

化
学
生
命
工
学
専
攻
・
長
棟
研
究
室

　

長
棟
研
究
室
は
、
平
成
５
年
８
月
に
当
時
の
化
学
工
学
科
に
設

立
さ
れ
た
研
究
室
で
す
。
そ
の
後
の
学
科
・
専
攻
の
再
編
で
化
学

生
命
工
学
科
・
専
攻
の
所
属
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
ス
タ
ッ
フ
５
名
、
バ
イ
オ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
専
攻
所

属
の
学
生
も
含
め
て
大
学
院
博
士
課
程
６
名
、
修
士
課
程
17
名
、

卒
論
生
６
名
、
計
34
名
が
研
究
室
の
構
成
メ
ン
バ
ー
で
す
。
そ
の

中
で
７
名
が
中
国
、
韓
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
留

学
生
で
す
。
大
学
院
修
了
生
の
多
く
は
、
化
学
・
製
薬
・
食
品
関

連
企
業
の
研
究
開
発
部
門
で
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
研
究
室
で
は
、
生
体
分
子
機
能
工
学
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
バ
イ
オ
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
の
創
成
と
産
業
へ
の
応
用
を
目
標
と
し
て
教
育
・
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
遺
伝
子
工
学
、
タ
ン
パ

ク
質
工
学
、
有
機
合
成
化
学
な
ど
多
様
な
手
法
を
駆
使
し
て
、

タ
ン
パ
ク
質
を
初
め
と
す
る
生
体
分
子
を
修
飾
・
改
変
・
複
合

化
し
、
天
然
の
生
体
分
子
の
機
能
を
超
え

る
新
奇
な
バ
イ
オ
分
子
の
創
製
を
目
指
し

た
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
創
製

し
た
バ
イ
オ
分
子
を
用
い
た
免
疫
測
定
用

分
子
セ
ン
サ
、
人
工
複
合
酵
素
、
細
胞
機

能
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
・
制
御
用
バ
イ
オ
分
子

な
ど
の
開
発
や
、
こ
れ
ら
の
バ
イ
オ
分
子

を
導
入
し
た
細
胞
を
用
い
た
創
薬
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
用
細
胞
チ
ッ
プ
、
免
疫
細
胞

療
法
、
再
生
医
療
用
幹
細
胞
の
高
効
率
な

増
幅
・
分
化
技
術
の
開
発
な
ど
、
多
様
な

研
究
を
企
業
や
医
工
学
分
野
の
研
究
者
と

も
共
同
で
活
発
に
進
め
て
い
ま
す
。
詳
細

は
ウ
エ
ブ
サ
イ
トhttp://park.itc.u-

tokyo.ac.jp/nagam
une/

を
ご
覧
下
さ

い
。



　

親
和
会
の
事
務
局
を
担
当
し
て
早
い
も
の
で

１
年
が
た
ち
ま
し
た
。
そ
の
間
皆
様
の
温
か
い
ご

支
援
の
も
と
、
何
と
か
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
今
年
は
新
し
い
親
和
会
を
目
指
し
て
努

力
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

  

（
記
／
侘
美
次
彦
）

小
宮
山　

眞 

教
授 

 

筑
波
大
学
生
命
領
域
学
際
研
究
セ
ン
タ
ー
・
教
授

渡
辺　
　

正 

教
授

 

東
京
理
科
大
学 

総
合
教
育
機
構
・
教
授

高
木　

英
典 

教
授

 

理
学
系
研
究
科
物
理
学
専
攻
・
教
授

飯
塚　

悦
功 

特
任
教
授

 

医
療
社
会
シ
ス
テ
ム
工
学
寄
付
講
座
・
上
席
研
究
員

組
頭　

広
志 

准
教
授

 

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
・
教
授

芹
澤　
　

武 

准
教
授

 

東
京
工
業
大
学
理
工
学
研
究
科
・
教
授

原
田　

慈
久 

特
任
准
教
授

 

物
性
研
究
所
軌
道
放
射
物
性
研
究
施
設
・
准
教
授

佐
々
木
一
哉 

特
任
准
教
授

 

東
海
大
学
・
准
教
授

田
中　
　

陽 

助
教

 

理
化
学
研
究
所
神
戸
研
究
所
・
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー

簑
島　

維
文 

助
教

 

大
阪
大
学
・
特
任
助
教

菊
池　

康
紀 

助
教

 

「
プ
ラ
チ
ナ
社
会
」
総
括
寄
付
講
座
・
特
任
講
師

樋
口
麻
衣
子 

助
教

 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
校

白
鳥　

洋
介 

特
任
助
教

 

富
士
フ
イ
ル
ム
㈱

ザ
ン 

フ
ウ
シ
ア
ン 

特
任
助
教

 

中
国
科
学
院
・
准
教
授

神
坂　

英
幸 

特
任
助
教

 

理
学
系
研
究
科
化
学
専
攻
・
特
任
助
教

鈴
木　

幸
光 

特
任
助
教

 

㈱
ケ
ム
ジ
ェ
ネ
シ
ス

愛
場
雄
一
郎 

特
任
助
教

 

筑
波
大
学
生
命
領
域
学
際
研
究
セ
ン
タ
ー
・
研
究
員

大
久
保
勇
男 
講
師

 

物
質
・
材
料
研
究
機
構
・
主
任
研
究
員

須
磨
岡　

淳 

講
師

 

筑
波
大
学
生
命
領
域
学
際
研
究
セ
ン
タ
ー
・
講
師

南
雲　

義
郎 

技
術
職
員　
　
　
　

再
雇
用
終
了

藤
村　

一
良 

技
術
職
員　
　
　
　

再
雇
用
終
了

支
出
の
部

収
入
の
部

年会費納入のお願い年会費納入のお願い年会費納入のお願い

平成24年度分 2,000円

《
平
成
23
年
度
会
計
報
告
》

ゆうちょ銀行　振替口座番号　00160-2-29506

みずほ銀行
普通預金　店番号235　口座番号1776835

必ず会員番号と氏名を記入して下さい。

できるだけ同封の用紙をお使い下さい。

新
し
い
親
和
会
を
目
指
し
て

親
和
会
事
務
局
長　

化
学
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
教
授　
　
　
　
　
　
　
　

大
久
保　

達
也
（
昭
和
58
年
化
学
工
学
科
卒
）

　

東
京
大
学
工
学
部
親
和
会
は
化
学
・
生
命
系

の
卒
業
生
の
同
窓
会
で
す
が
、
学
部
の
卒
業
生

と
修
士
課
程
ま
た
は
博
士
課
程
を
修
了
さ
れ
た

方
お
よ
び
教
員
と
し
て
教
育
に
携
わ
っ
た
メ
ン

バ
ー
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
既
に
お
亡

く
な
り
に
な
っ
た
方
を
除
き
ま
す
と
３
月
末
日

で
８
８
６
４
人
の
会
員
が
お
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、
現
住
所
が
不
明
な
方
や
海
外
に
赴
任
さ
れ

て
い
る
方
が
約
２
８
０
０
人
お
ら
れ
ま
す
の
で
、

現
在
交
流
の
可
能
な
会
員
は
約
６
０
０
０
人
で
、

本
学
に
お
い
て
も
非
常
に
大
き
な
同
窓
会
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
本
会
の
財
政
は
毎
年

単
年
度
赤
字
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
平
成
23
年

度
の
会
計
報
告
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
年
２
回
の

会
報
の
発
行
と
事
務
局
関
係
費
で
年
間
約
２
７

０
万
円
が
必
要
な
の
に
対
し
て
、
年
会
費
の
合

計
が
約
２
１
０
万
円
で
す
か
ら
、
年
間
約
60
万

円
が
不
足
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
は
寄
付
と

総
会
・
懇
親
会
余
剰
金
が
40
万
円
あ
り
ま
し
た

の
で
、
20
万
円
の
赤
字
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、

今
後
早
急
に
何
ら
か
の
対
策
を
と
る
必
要
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
第
１
回
の
理
事
会
を
４
月
14
日
に

開
催
し
て
こ
の
件
に
つ
い
て
議
論
し
た
結
果
、

今
年
度
よ
り
次
の
こ
と
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

一
、
会
費
は
値
上
げ
せ
ず
会
員
へ
の
サ
ー
ビ
ス

を
明
確
に
し
、
年
会
費
支
払
い
者
の
増
加
を

お
願
い
す
る
。
今
ま
で
は
会
費
を
支
払
わ
な

い
人
も
支
払
っ
た
人
も
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
は

同
じ
で
し
た
が
、
本
年
か
ら
は
総
会
参
加
や

名
簿
購
入
は
年
会
費
納
入
者
の
み
と
す
る
。

二
、
経
費
削
減
の
た
め
、
年
度
の
は
じ
め
の
会

報
は
、
名
簿
内
容
の
確
認
の
た
め
に
全
員
に

郵
送
す
る
が
、
当
面
２
回
目
以
降
の
会
報
に

つ
い
て
は
、
そ
の
年
の
年
会
費
納
入
者
だ
け

に
郵
送
す
る
。
た
だ
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見

る
こ
と
は
で
き
る
。

三
、
会
費
納
入
方
法
の
改
善
を
図
る
。
コ
ン
ビ

ニ
で
の
支
払
い
は
非
常
に
便
利
で
あ
る
が
、

実
施
費
用
が
大
幅
に
か
か
る
の
で
、
従
来
通

り
の
郵
便
振
込
を
原
則
と
す
る
が
、
本
年
度

よ
り
銀
行
振
込
も
試
験
的
に
実
施
す
る
。

四
、
会
員
同
士
の
交
流
の
活
発
化
を
図
る
。
今

ま
で
は
名
簿
の
活
用
ぐ
ら
い
し
か
方
法
は
な

か
っ
た
が
、
今
後
は
フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ
ク
な
ど

の
活
用
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　

以
上
が
本
年
度
実
施
す
る
こ
と
で
す
が
、
会

員
の
方
に
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
会
費
を

支
払
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
会
員
に
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、
会
員
に
メ
リ
ッ
ト
が
提

供
で
き
る
よ
う
な
会
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
大
勢
の
方
か
ら
会
費
が
集
ま
っ

た
場
合
は
更
な
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
考
え
て
い

き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

一
方
、
住
所
不
明
の
会
員
が
非
常
に
多
い
こ

と
か
ら
、
こ
の
改
善
も
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
会

員
の
皆
様
の
ご
援
助
が
な
け
れ
ば
と
て
も
で
き

ま
せ
ん
。
も
し
連
絡
先
が
判
っ
て
い
る
人
が
い

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
親
和
会
事
務
局
ま
で
、
２

ペ
ー
ジ
目
の
電
子
メ
ー
ル
宛
に
連
絡
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

平成22年度よりの繰越金 2,731,219
年会費（1090人） 2,113,760
寄付金  300,000
親和会総会・懇親会余剰金 107,458
山上会議所払戻し金 14,800
利子 216
合　計 5,267,453
会報印刷代（２回分） 553,281
会報送料（２回分） 793,618
事務局運営費  1,258,032
事務局備品 23,060
諸経費 110,889
合　計 2,738,880
次年度繰越金 25,285,573
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